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腰椎固定術後10年以上経適例における隣接椎間
変性の検討

佐藤逮也小林徹也熱田裕司恒川博巳

松野丈夫

【緒画】脊椎固定に伴う瞬接権間変性は術後成鏡に:麹し，
長期の経過観察が必要である．本報告は腰椎固定術後の瞬

接椎１１１１変性の発生に関わる因子を検肘することを目的とし

た．

【対象】腰椎固定術後10年以上経過観察可能であった２６

名(男性１０例，女性16例)を対象とし，術後，最終1,察時

のＸ線を用いて固定椎の瞬接上位２推川と下位］椎llUの椎

IHI変性を鯛通した．瓢五項目は隣接椎IIUの椎11U板角(上下

終板の較寸角)と，椎間板高(前方後方椎IlII高の和)，骨騨

長(椎間上下の和)とし，椎間板高，付練畏は椎体径でt蝉

化した．瞬接椎間変性の定義として，ｌ)椎間板角5゜以上の．

後電化，２)椎間板高10ｍｍ以上の減少，３)骨辣長５ｍｍ

以上の墹長，の３項目とも満たしたものを変性ありとし花．

腰椎前電角(L1-5)，仙骨傾斜角(仙骨上終板と水平鰯のな

す角)を計測し，Kobayashiら(Spine2004)の定義に従い，

腰椎１１１齋角が仙骨傾斜角の70-90％の大きさである場合は至

適な腰仙椎アライメントとした．

【結果】手術時年齢，観察期間は各々平均58.3歳，１５．３

年(10-21年)であった．殴終硯察時のＸ線にて隣接椎I､変

性を30.8％に認め,１椎IHI上位の隣接椎Illlに多い傾向であつ

・た．ＣＯＸ比例ハザード検定を行った結果，隣接椎IlH変性の

発生は，術後の腰仙惟アライメントと有愈に関係したが(誕

性発生率＝宝適例20.0％：非至適例37.5％，ｐ＝0.0364)，

年齢，手術方法，脊椎instrumentati⑥、の有無，固定椎1ｍ

数，腰仙惟固定は関係厳かつた．

【考察】胴惟固定術後のlHWIII樅アライメンI･が窒適であっ

たものでは，隣接椎1111変性の発生が有迩に少鞍い結果であ

り，症例征の適切なアライメント独得の放製性が示唆され

た．

【結昭】腰椎固定術後平均15年のＸ線成綱を鋼議した．

術後の腰仙惟アライメントは隣接椎|Ⅲ変性の発生と関係し

たjMIHl1駁因子であった．
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